
「
シ
ー
ム
レ
ス
な
移
動・ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
な
移
動
」

を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
の
Ｍａ
ａ
Ｓ

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
と
い
う
言
葉
が

日
本
で
一
般
的
に
な
る
前
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が

構
築
す
る
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
「
モ

ビ
リ
テ
ィ
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
(
Ｍ
Ｌ
Ｐ
)」
と
呼
び
、
検
索
・
手
配
・
決
済

の
三
つ
の
機
能
を
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
に
す
る
こ

と
で
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
よ
う
と
い
う
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
地
域
・
観
光
型
Ｍ
ａ

ａ
Ｓ
に
つ
い
て
は
２
０
１
９
年
に
伊
豆
で
行
わ

れ
た
実
証
実
験
を
皮
切
り
に
、
東
日
本
エ
リ
ア

を
中
心
に
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

「
Ｔ
ａ
ｂ
ｉ-

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
と
い
う
名
称

で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
。
自
治
体
・
他
事
業
者
へ
提

供
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
広
が
っ
て
い

く
よ
う
だ
。 

交
通
事
業
者
の
枠
を
超
え
て
、
利
便
性
を
追
求

　

公
共
交
通
の
利
用
者
が
「
移
動
」
を
開
始
す

る
前
の
行
動
と
し
て
「
経
路
検
索
」
が
挙
げ
ら

れ
る
が
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
そ
の
機
能
を
「
Ｊ
Ｒ
東

日
本
ア
プ
リ
」
を
通
じ
て
提
供
し
て
い
る
。
こ

れ
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
路
線
情
報
と
経
路
検
索
が
で
き
る
こ
と
で
人

気
の
ア
プ
リ
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
社
だ
け
で

は
他
社
路
線
の
列
車
遅
延
情
報
の
提
供
は
で
き

な
い
。
そ
こ
で
、
２
０
２
３
年
２
月
に
は
「
リ

ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
連
携
基
盤
」
を
構
築
し
、
各

交
通
事
業
者
と
の
デ
ー
タ
連
携
を
推
進
し
て
い
る
。 

　

ま
た
、Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｏ 

Ｐ
ａ
ｓ
ｓ
と
い
う
サ
ー

ビ
ス
で
は
、
ア
プ
リ
上
で
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
と
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
登
録
す
る
こ
と
で
、
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
利
用
の
ほ
か
に
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
で
タ
ッ

チ
す
る
だ
け
で
他
事
業
者
の
提
供
す
る
シ
ェ
ア

サ
イ
ク
ル
を
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
の

他
事
業
者
と
の
連
携
が
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
事
業
の
下
地

と
な
っ
た
。 

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通 

　

地
域
・
観
光
型
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
事
業
は
２
０
１
９

年
の
伊
豆
に
始
ま
り
、
２
０
２
ī
年
１
月
現
在

15
カ
所
で
展
開
し
て
い
る
。
地
域
に
よ
っ
て
は

駅
を
降
り
て
か
ら
の
二
次
交
通
に
課
題
を
抱
え

て
い
た
こ
と
か
ら
、
乗
り
た
い
時
間
に
行
き
た

い
場
所
ま
で
利
用
で
き
る
新
し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ

と
し
て
「
よ
ぶ
の
る
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
を
開
始
し
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に
事
前
予
約
が
可
能
な

こ
と
か
ら
地
域
住
民
の
足
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

観
光
利
用
と
し
て
の
地
域
の
回
遊
に
も
活
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

初
め
て
社
会
実
装
を
行
っ
た
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ 

Ｍａ
ａ
Ｓ

　

２
０
２
１
年
の
「
東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
合
わ
せ
て
始
ま
っ
た
「
Ｔ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ 

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」
で
は
東
北
エ
リ
ア
の
旅

の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
か
ら
、
各
種
電
子
チ
ケ
ッ
ト
の

購
入
・
決
済
な
ど
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
６
県
で
大
規
模
に
展
開
し

た
。
現
在
も
観
光
の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
の
生
活

を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
継
続
し
て
い
る
。 

秋

田
県
の
角
館
エ
リ
ア
で
は
、仙
北
市
と
共
同
で
「
よ

ぶ
の
る
角
館
」
の
名
称
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の

提
供
も
行
っ
て
い
る
。 

地
域
で
考
え
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
生
か
し
方 

　

群
馬
県
で
行
わ
れ
て
い
る
「
Ｇ
ｕ
ｎ
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」

で
は
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
連

携
す
る
こ
と
で
、Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
を
タ
ッ
チ
す
る
と
市

営
バ
ス
な
ど
で
住
民
向
け
の
割
引
が
受
け
ら
れ
る

と
い
う
よ
う
な
住
民
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。
紙
の
補
助
ク
ー
ポ
ン
な
ど
を
発
行
す
る

手
間
が
な
く
な
っ
た
と
自
治
体
側
に
も
喜
ば
れ
て

い
る
。 

 　

２
０
２
２
年
の
「
旅
す
る
北
信
濃
」
は
長
野

駅
の
駅
員
が
企
画
し
て
実
現
し
た
。
２
０
２
３
年

の
夏
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
Ｖ
ｉ
ｎ 

Ｄ
ｅ 

Ｙ
ａ

ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
」
・
「
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｗ
ａ
ｙ
ｓ
」
・

「
Ｅ
ｅ
ｅ
Ｅ
銚
子
」
も
同
様
に
、
現
場
第
一
線
の

社
員
が
主
体
と
な
り
運
営
し
て
い
る
。
今
後
も
自

治
体
と
連
携
し
た
地
域
共
創
と
観
光
流
動
創
造
に

取
り
組
ん
で
い
く
そ
う
だ
。 

　

地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
共
創
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
相
談
し
て
み
る
の
も

よ
い
だ
ろ
う
。

× MaaS
JR 東日本が地域・観光型MaaS で目指す未来 

Copyright © 2023 East Japan Railway Company. All Rights Reserved. 



自治体が JR東日本と連携して乗合型
デマンド交通を提供し、農泊施設も
乗降スポットとして設定されている事例

　

民
間
の
路
線
バ
ス
が
撤
退
し
た
た
め
に
新
幹
線
か
ら
降
り
て

点
在
す
る
観
光
地
へ
向
か
う
た
め
に
は
タ
ク
シ
ー
以
外
で
は
周

遊
が
で
き
な
か
っ
た
角
館
地
域
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
東
北
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
契
機
に
導
入
さ
れ
た
オ
ン

デ
マ
ン
ド
交
通

「
よ
ぶ
の
る
角
館
」
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
後

も
仙
北
市
側
も
費
用
を
負
担
す
る
形
で
継
続
し
て
い
る
。

導
入
の
背
景

3
秋田県

仙北市 角館

　

仙
北
市
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
連
携
し
て
デ
マ
ン
ド
交
通
サ
ー
ビ
ス

「よ
ぶ
の
る
角
館
」
を
武
家
屋
敷
通
り
な
ど
の
観
光
地
が
あ
る

角
館
地
域
で
運
行
し
て
い
る
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
提
供
に

当
た
っ
て
は
既
存
の
観
光
タ
ク
シ
ー
事
業
者
や
バ
ス
事
業
者
と

は
入
念
な
協
議
を
重
ね
、
「よ
ぶ
の
る
角
館
」
の
運
行
を
一
部

担
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
納
得
を
得
ら
れ
た
。
農
家
民
泊
が
で
き

る
農
泊
施
設
も
乗
降
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
シ

ス
テ
ム
が
進
化
し
て
お
り
、
好
き
な
場
所
を
選
ん
で
乗
降
で
き

る
フ
リ
ー
エ
リ
ア
も
導
入
さ
れ
た
。
「Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ 

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」

の
一
つ
と
し
て
東
北
新
幹
線
内
で
も
予
約
方
法
を
周
知
す
る
な

ど
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
た
め
観
光
客

の
利
用
も
多
い
。

概
要

　

現
在
は
実
証
実
験
と
し
て
運
行

(道
路
運
送
法
第
21
条
許

可
)。

運
行
方
法

費
用
負
担

　

仙
北
市
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
負
担
。

市
民
・
観
光
客
の
利
便
性
の
確
保

観
光
客
の
周
遊
性
の
向
上

効
果

● ●

車内ˡုঘ

　

配
車
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
車
内
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
運
転
手
に
送
迎
指
示
を
出

し
て
運
行
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
運
行
事

業
者
と
そ
の
運
転
手
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
は
Ｊ

Ｒ
東
日
本
が
行
う
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
ウ
ェ
ブ
予
約
だ
け

で
な
く
電
話
で
の
予
約
も
で
き
る
よ
う
に

し
た
こ
と
で
高
齢
者
の
利
用
も
多
い
。

　

電
話
対
応
は
運
行
事
業
者
が
行
っ
て
い

る
。
市
民
へ
の
利
用
方
法
の
説
明
に
お
い

て
も
仙
北
市
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
協
力
し
て

行
っ
た
。
角
館
駅
周
辺
へ
の
看
板
設
置
、

新
幹
線
内
に
お
け
る
車
内
放
送
・
チ
ラ
シ

の
配
布
の
他
、
初
回
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
う
な
ど
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
宣
伝
を
積
極

的
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
利
用
者
が
増

え
て
い
る
。
乗
降
ス
ポ
ッ
ト
の
設
定
は
ニ
ー

ズ
を
取
り
入
れ
な
が
ら
地
域
主
導
で
決
定

し
て
い
る
。

そ
の
他
参
考
と
な
る
情
報

秋田県 仙北市 角館
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仙北市

周遊交通

■ 取り組み主体

■ 交通課題



　

仙
北
市
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
負
担
。

交通事業者が市民団体、自治体交通部局・
観光部局の双方と連携して利用促進を
進める中で、駅からの二次交通サービスも
整備している事例

茨城県 ひたちなか市

　

利
用
者
の
減
少
に
伴
い
２
０
０
５ 

年
に
当
時
の
事
業
者
で

あ
っ
た
茨
城
交
通
が
市
に
対
し
廃
線
を
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、

地
域
住
民
や
関
係
者
か
ら
存
続
を
望
む
声
が
多
く
上
が
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
ひ
た
ち
な
か
市
は
地
域
住
民
、
自
治
会
、
商
工

会
議
所
、
観
光
協
会
、
学
校
ら
に
よ
る

「
湊
鉄
道
対
策
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
、
官
民
一
体
と
な
り
湊
線
の
活
性
化
に
取
り
組
む

こ
と
に
合
意
し
、
湊
線
を
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
存
続
。

　

２
０
０
７
年
に

「
湊
鉄
道
対
策
協
議
会
」
と
合
わ
せ
て
市
民

団
体

「お
ら
が
湊
鐡
道
応
援
団
」
が
発
足
。
メ
ン
バ
ー
は
１
５

０
０
人
を
数
え
、
市
民
ら
が
主
体
的
に
取
り
組
む
マ
イ
レ
ー
ル

意
識
を
醸
成
。
公
募
社
長
と
し
て
他
の
鉄
道
事
業
者
か
ら
招
か

れ
た
吉
田
千
秋
社
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
各
種
の
利

用
促
進
策
を
実
施
し
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
も
乗
り
越

え
て
現
在
に
至
る
。

導
入
の
背
景

４
茨城県

ひたちなか市
茨城県

ひたちなか市

　

ひ
た
ち
な
か
市
と
茨
城
交
通
株
式
会
社
が
出
資
す
る
第
三
セ

ク
タ
ー
企
業
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
ひ
た
ち
な
か
海
浜
鉄
道

株
式
会
社
。
廃
線
の
危
機
や
東
日
本
大
震
災
の
影
響
も
あ
っ
た

が
、
市
民
ら
が
主
体
的
に
取
り
組
む
マ
イ
レ
ー
ル
意
識
醸
成
や

観
光
客
需
要
の
取
り
込
み
な
ど
の
経
営
努
力
で
利
用
者
数
、
財

政
面
共
に
回
復
。
観
光
利
用
促
進
策
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
実
施
し
た
。

概
要

●

 

●　●● ●
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
や
乗
り
捨
て
可
能
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
貸
し

出
し
、
自
治
体
と
連
携
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
の
接
続

改
善
、
有
名
観
光
地
へ
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
等
の
駅
か
ら

の
二
次
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

駅
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
や
農
産
物
販
売
の
拠
点
と
も
な
っ
て
お

り
、
「ビ
ア
列
車
」
や

「ほ
し
い
も
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
」
と
い
っ

た
取
り
組
み
は
地
元
農
産
物
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る

漫
画
や
ア
ニ
メ
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
、
ロ
ケ
地
と
し
て
の
利
用
、

車
両
の
撮
影
会
等
、
旅
行
業
者
と
も
連
携
し
た
外
部
か
ら
の

誘
客
を
図
る
取
り
組
み

周
辺
観
光
施
設
の
割
引
券
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
フ
リ
ー
乗
車

券
の
販
売

沿
線
の
企
業
、
保
育
園
・
幼
稚
園
等
の
団
体
利
用
の
促
進

　

鉄
道
事
業
の
範
囲
で
実
施
。

運
行
方
法

費
用
負
担

　

行
政
か
ら
安
全
施
設
設
備
投
資
や
固
定
資
産
税
分
の
補
助
を

受
け
て
い
る
。

車
両
の
更
新
、
全
般
検
査
、
安
全
施
設
へ
の
投
資

国
、
茨
城
県
、
ひ
た
ち
な
か
市
が
１
／

３
ず
つ
負
担
し
て
い

る固
定
資
産
税
分
補
助

(上
下
分
離
の
考
え
方
を
適
用
)

ひ
た
ち
な
か
市
固
定
資
産
税
支
払
額
内
で
赤
字
補
助

修
繕
費
補
助

(上
下
分
離
の
考
え
を
適
用
)
に
つ
い
て
は

開
業
８
年
で
あ
る
２
０
１
５
年
ま
で
は
茨
城
県
と
ひ
た
ち
な

か
市
が
修
繕
費
範
囲
で
赤
字
分
を
折
半
し
て
補
助
し
て
い
た

が
、
現
在
は
黒
字
の
た
め
終
了
し
て
い
る

●●　●

市
民
・
観
光
客
の
利
便
性
の
確
保
、
周
遊
性
の
向
上

第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
改
善
に
よ
る
地
域
交
通
の
持
続
性

確
保

効
果

● ●

ˮˊʷ˵̬̙͒̽͜列車車内

˥˒˔˝ʾ海浜鉄道ȗ吉田千秋社長

　

ひ
た
ち
な
か
海
浜
鉄
道
へ
の
自
治
体
か

ら
の
出
向
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
出
向
元

に
帰
っ
た
職
員
は
交
通
部
局
や
観
光
部
局

へ
意
識
的
に
配
属
し
、
連
携
の
橋
渡
し
役

を
担
っ
て
い
る
。

　

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
返
却
は
貸
し
出
し
を

行
う
那
珂
湊
駅
の
ほ
か
に
も
、
隣
接
す
る

大
洗
町
や
鉾
田
市
に
あ
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
連
携
協
定
施
設
で
も
可
能
。

そ
の
他
参
考
と
な
る
情
報

人ࢩ Ȧ Ȱȴȳȫȱȯȷ人

面୭ Ȧ ȰȯȯȭȱȲ⼰

人ྭࢩോ Ȧ ȰȴȲȷȭȴȳ人 Ȯ⼰

˥˒˔˝ʾ海浜鉄道湊線駅内ຢʿ

̙̬̲̰̟̍͜ા˞

ࠟ続ˊ˙ʷ˾市ˡ̴̢̜͈͎̯̹̌

ʚ̢͇͔̍ʵʽˑ˼̢̹ʛȝ

湊線 Ȱ日͓̾ʏ୶໎ˢ市ʿ補助ˊ

大人ȵȯȯ׹˞

̡͓̳͔̙̬̣̓ˡৰ૽਺ 那珂湊駅ˡ ʚ˲˝˛˔˶̨͕̞̘͔̆̍͜ʛ

ක࿞県

茨城県

千့県

周遊交通

ひたちなか海浜鉄道株式会社
ひたちなか市

■ 取り組み主体

■ 交通課題



Toyama Kurobe Unazuki

富山県 黒部市 

　

大
正
時
代
か
ら
黒
部
川
の
豊
富
な
水
量
と
急
流
を

利
用
し
た
発
電
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
宇
奈
月
温
泉
地

域
で
は
観
光
交
通
の
手
段
と
し
て
低
速
・
排
ガ
ス
を

出
さ
な
い
・
開
放
的
と
い
う
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
メ
リ
ッ
ト
に
着
目
。
温
泉
街
内
の
小
さ
な

水
の
流
れ
を
活
用
し
て
発
電
を
行
い
、
Ｅ
Ｖ
バ
ス
「Ｅ

Ｍ
Ｕ　

(エ
ミ
ュ
ー
)」
を
導
入
し
た
。
Ｅ
Ｍ
Ｕ
は
定
員

10
人
、
時
速
19
㎞
で
屋
根
に
５
６
０
Ｗ
の
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
装
備
し
て
お
り
、
晴
れ
た
日
の
バ
ッ
テ
リ
ー

の
半
分
は
太
陽
光
で
も
補
う
こ
と
も
で
き
る
。

概
要

　

で
ん
き
宇
奈
月
事
務
局
が
運
行
管
理
を
行
い
、

運
行
時
刻
表
作
成
や
運
転
手
勤
務
予
定
・
記
録
作

成
、
乗
車
人
数
を
集
計
、
ト
ラ
ブ
ル
対
応
含
め
て

担
っ
て
い
る
。
運
行
当
時
は
タ
ク
シ
ー
業
者
に
運
転

手
を
依
頼
し
た
が
、
タ
ク
シ
ー
業
界
も
人
手
不
足

が
深
刻
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
現
在
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い
る
。
小
水
力
発
電
の

た
め
に
は
「水
利
使
用
許
可
」
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

運
行
方
法

費
用
負
担

　

小
水
力
発
電
の
設
置
費
用
の
半
分
は
富
山
県
の

補
助
金
を
利
用
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
と
し
て
は
水
の
使
用
量
は
年
間
約
８
０
０
０
円

前
後
だ
が
、
発
電
機
の
防
塵
や
清
掃
等
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
人
的
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｍ
Ｕ
の
運
行
費
用
は
黒
部
市
の
補
助
金
に
加
え

て
、
地
元
企
業
が
共
同
で
出
資
。

Ʉə̢̹ ʚɄɏɘ Ș͈͎̑ʏșʛ

ठʾ˼ ʚˀ˺ʹˆ˂ࣰʛ ʚ˷˱˦ˆࣰʛ

水利使用許可ຢ৕

人口 Ȧ Ȳȸȫȵȸȶ人

࿐୭ Ȧ ȳȱȶȭȸȵ⼰

人口ྭോ Ȧ ȸȱȭȶȵ人 Ȯ⼰

５
富山県

黒部市 宇奈月温泉街

山間の観光地における周遊交通として、
小水力発電によってEVバスを運用して
いる事例

富山県

֨๘৶౺法人˚̆ˀ宇奈月ˡ事務局ˢʆ 大࣬ࡈ設ۊ৔会৶内˞ʵ˾

一般社団法人でんき宇奈月

周遊交通

■ 取り組み主体

■ 交通課題

Toyama Kurobe Unazuki

　

10
年
ほ
ど
前
ま
で
は
旅
館
の
送
迎
バ
ス
が
駅
周
辺
に
止
ま
り

観
光
客
を
迎
え
入
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
排
ガ
ス
の
問
題
、

自
然
の
良
好
な
環
境
を
求
め
る
観
光
客
ニ
ー
ズ
と
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
エ
ン
ジ
ン
車
の
乗

り
入
れ
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
１
０
０
％
電
気
自
動
車
の
ま
ち
で

あ
る
ス
イ
ス
の
観
光
地
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
を
地
域
づ
く
り
の
参
考

に
し
て
宇
奈
月
の
資
源
を
活
用
し
た
解
決
法
を
見
い
だ
し
た
。

小
水
力
発
電
や
温
泉
発
電
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
Ｅ
Ｖ
バ
ス
に
よ
る
公
共
交
通
事
業
を
導
入
し
、
電

源
開
発
で
発
展
し
て
き
た
宇
奈
月
温
泉
街
を
先
進
的
な
エ
コ

温
泉
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
観
光
客
誘
致
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
切
り
口
と
し
た

自
立
し
た
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
た

「で
ん
き
宇
奈
月
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
発
足
し
た
。　

導
入
の
背
景

事
業
採
択
さ
れ
、
先
進
的
な
エ
コ
温
泉
リ
ゾ
ー

ト
を
目
指
す

「
で
ん
き
宇
奈
月
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

実
行
委
員
会
を
設
置

Ｅ
Ｖ
レ
ン
タ
ル
開
始

Ｅ
Ｖ
バ
ス
展
示
試
乗
会

Ｅ
Ｖ
バ
ス
実
証
運
行

Ｅ
Ｖ
バ
ス
本
格
運
行
開
始

Ｅ
Ｖ
バ
ス
小
水
力
発
電
で
充
電
開
始

Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
周
知
も
進
み
、
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル

的
存
在
と
な
っ
て
い
る

２
０
０
９
年 

２
０
１
０
年 

２
０
１
１
年

２
０
１
２
年 

２
０
１
３
年

２
０
１
４
年

２
０
２
３
年

温
泉
地
内
の
周
遊
交
通
手
段
確
保
。

効
果

　

運
行
時
刻
表
や
運
行
マ
ッ
プ
な
ど
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
掲
載
し
、
運
行
案
内
チ
ラ
シ

を
各
施
設
や
温
泉
施
設
に
配
布
し
て
い

る
。
観
光
協
会
で
も
乗
車
に
つ
い
て
案
内

し
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｍ
Ｕ
は
狭
い
温
泉
街
を
歩
行
者
と
共

存
で
き
る
よ
う
な
、
す
れ
違
っ
て
も
怖
く

な
い
ス
ピ
ー
ド
と
威
圧
感
の
な
い
サ
イ
ズ

に
こ
だ
わ
っ
た
。
特
殊
な
車
両
で
あ
る
た

め
、
故
障
時
は
地
元
整
備
業
者
で
は
対
応

し
切
れ
ず
に
遠
方
の
製
造
元
へ
運
ぶ
な
ど

の
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
し
ま
う
点
は
課
題
。

そ
の
他
参
考
と
な
る
情
報

高低差を利用して 「水」 で発電！

クリーンエネルギーへの取り組み

温泉街を流れる小さな水の流れを利用した小水力発電を利用。

発電した電気エネルギーを Ｅ Ｖバスの充電や公共施設の街灯へ

供給している。

宇奈月地域ˡ໡࠘

宇奈月谷
用水路

防火水槽

分水槽兼沈砂池兼

調整水槽

総落差      10.94m
有効落差　 9.24m

宇奈月谷小水力発電所

放水路

防火用水路

宇奈月谷小水力発電所
「愛称 : でんきウォー太郎 1 号」
取水水系・河川名：黒部川水系 宇奈月谷川
用水名：宇奈月谷用水
所在地：黒部市宇奈月温泉字桃源 643 番地
発電方式：水路式（流れ込み式）
出力：最大 2.20kW 常時 2.20kW
使用水量：最大 0.04 ㎥ /s 常時 0.04 ㎥ /s
有効落差：9.24m
水車：ターゴ型（衝動水車）  2.20kW
発電機：三相誘導発電機  2.20kW 200V 1台
年間可能発電電力量：15,032kWh
運転開始年月：2014年 6 月

EMU 運行における特徴

運
行
は
、
観
光
客
の
多
い
土
曜
、
日
曜
、
祝
日

ど
こ
で
も
乗
り
降
り
自
由
で
手
を
上
げ
て
乗
車
が
で
き
る

無
料
で
利
用
が
で
き
る

༚උ約ȱ0分

前ㄓؗ໦ʆࢍ 後ㄔؗ໦ˡㄒ日ㄖؗ໦ࢍ

ㄒؗ໦ㄒ時間 15分

前ㄒ༠ʆࢍ 後ㄓ༠ˡㄒ日ㄔؗ໦ࢍ

温泉街周回コース

宇奈月ダム＆
とちの湯コース



パークアンドライド形式を取り入れ、
自治体が観光周遊交通に特化したバスを
運行している事例

長野県 小布施町

　

高
速
道
路
の
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
、
小
布
施 

Ｐ
Ａ
(ハ
イ
ウ
エ

イ
オ
ア
シ
ス
併
設
)
が
開
業
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
渋
滞

や
駐
車
場
の
ト
ラ
ブ
ル
な
く
Ｐ
Ａ
利
用
客
に
周
遊
し
て
も
ら
お

う
と
当
時
の
町
役
場
経
済
課

(
現
・
産
業
振
興
課
)
の
係
長
・

課
長
の
ア
イ
デ
ア
で
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
方
式
を
採
用
し
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
す
る
こ
と
を
企
画
し
た
の
が
始
ま
り
。

「お
ぶ
せ
浪
漫
号
」
(
当
時
)
と
い
う
名
称
は
町
職
員
か
ら
募
っ

て
決
定
し
た
。

導
入
の
背
景

６
長野県

小布施町

　

人
口
の
約
１
０
０
倍
の
観
光
客
が
訪
れ
る
長
野
県
小
布
施
町

で
は
渋
滞
緩
和
、
町
内
で
の
駐
車
場
不
足
か
ら
観
光
客
に
対
し

て
車
を
駐
車
場
へ
止
め
て
町
営
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
周
遊
す
る

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
形
式
で
の
観
光
を
推
奨
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

「お
ぶ
せ
ロ
マ
ン
号
」
で
観
光
地
を
周
遊
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

を
つ
く
っ
て
い
る
。

　

４
〜
11
月
の
金
土
日
祝
日
及
び
行
楽
期
の
平
日
に
運
行
。
１

時
間
に
１
本
、
行
楽
期

(５
月
、
８
月
)
の
土
日
祝
日
は
30
分

に
１
本
運
行
。
バ
ス
停
は
９
ヶ
所
で
１
周
は
約
50
分
で
あ
る
。 

概
要

 

小
布
施
町
が
バ
ス
を
運
営
、
運
行
は
地
元
の
バ
ス
会
社
で
あ

る
長
電
バ
ス
株
式
会
社
へ
委
託
し
て
い
る
。
委
託
先
で
一
般
乗

合
バ
ス
と
し
て
許
可
を
得
て
運
行
し
て
い
る
。
毎
年
、
バ
ス
運

行
へ
の
協
賛
を
募
集
し
、
バ
ス
沿
道
の
町
内
企
業
30
社
程
度
か

ら
の
協
賛
を
受
け
て
バ
ス
停
や
バ
ス
車
内
に
広
告
を
掲
示
し
て

い
る
。

運
行
方
法

費
用
負
担

　

長
電
バ
ス
へ
の
委
託
費
は
年
間
約
１
０
０
０
万
円
程
度
。

　

自
家
用
車
を
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
停
車
さ
せ
て
町
内
周
遊
さ

せ
る
こ
と
で
渋
滞
や
駐
車
場
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
で
き
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
前
の
利
用
者
数
は
好
調
で
１
日
乗
車
券
は
毎
年
１
万

枚
程
度
売
り
上
げ
が
あ
っ
た
。
今
後
の
伸
び
に
期
待
。

効
果

道ˡ駅̢̠̓̋ʽ˩ˎ

　

運
営
に
お
け
る
こ
だ
わ
り
と
し
て
、
バ

ス
は
増
発
便
を
除
き
専
用
デ
ザ
イ
ン
の
車

両
を
使
用
し
て
お
り
、
町
に
も
縁
の
あ
る

工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
水
戸
岡
鋭
治
氏
に
よ

る
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
次
の
バ
ス
停
を
知

ら
せ
る
音
声
ガ
イ
ド
に
は
町
で
用
意
し
た

観
光
案
内
も
入
っ
て
い
る
が
、
運
転
手
に

よ
っ
て
は
付
加
情
報
を
伝
え
て
乗
客
を
楽

し
ま
せ
よ
う
と
工
夫
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
「
お
ぶ
せ
ロ
マ
ン
号
」
を
生
活
交

通
に
も
活
用
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
っ

た
が
、
バ
ス
の
経
由
地
と
住
民
の
目
的
地

の
違
い
や
走
行
時
間
帯
の
違
い
か
ら
実
用

化
に
は
至
ら
ず
、
観
光
客
専
用
バ
ス
と
な
っ

て
い
る
。

　

広
報
面
で
は
、
町
の
公
式
サ
イ
ト
や
観

光
サ
イ
ト
で
の
紹
介
、
株
式
会
社
長
野
電

鉄
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
駅
で
の
提
示
、
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
時
に
チ
ラ

シ
を
同
封
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
今
後
は
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
と
連
携
し
た
高
速
道

路
な
ど
で
の
Ｐ
Ｒ
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

そ
の
他
参
考
と
な
る
情
報

人口 Ȧ ȰȰȫȯȰȳ人

面୭ Ȧ ȰȸȭȰȱ⼰

人口ྭ度 Ȧ ȴȶȵȭȯȳ人 Ȯ⼰

ʽ˩ˎ͖͇͜号ȗ車内ˡုঘ

長野県

ໃॹ県
෽県ࠀ

上ش� Ȱȸȸȵ年当時ˡʽ˩ˎ浪漫号上�ʽ˩ˎ͖͇͜号ˡ̢̨ʏ̱˛̝ʏ͔地ല

ȗȝȝȝ˛˝˾小布施ȗ௧合公׺前

�周遊̪̬̱̚ش

車内˞設ಌˊ˒周遊͇̬̀ 車内˚ˢ協賛企業ˡ紹介˵ˊ˙ʷ˾

小布施町
長電バス株式会社

周遊交通

■ 取り組み主体

■ 交通課題




